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　若年男性 はバブル経済崩壊以降の厳 しい雇

用情勢の変化の中で、結婚や就職においても

変化や選択を迫 られている。２０代後半か ら３０

代後半までの働 く若年男性 を対象に、男女共

同参画に関する意識と実態、ライフスタイル

をＷｅｂ調査により、 また共分散分構造析 を用

いて、女性への評価 との関係か ら男女共同参

画意識を規定する要因の因果関係を考察 した。

　未婚、既婚、また２０代後半、３０代前半、３０

代後半で特徴的であ り差異がある。特 に３０代

後半で未婚の年代は、他 の年代や既婚 と差異

が大 きい。ワーク ・ライフバランスや経済的

自立や家計責任において理想 と現実の乖離が

大 きく、若年男性が置かれている生活の将来

不安は非正規雇用と正規雇用 による経済的不

安 と関係している。

　男女共同参画を規定する要因を階層、仕事、

生活満足、女性への評価の因果関係 を分析す

るため、社会経済的地位、現在の仕事に求め

るもの、ワーク ・ライフバランス、生活満足、

女性への評価の ５つに整理 した。その結果、

未婚、既婚男性 ともに社会経済的な地位を得

て、仕事や生活満足を高 く持っている人たち

が、女性 を積極的に評価 し、経済的な自立も

求め、さらに男女共同参画社会が進展するこ

とを望んでいるという関係が分かった。 自分

が社会で承認されていないと考える未婚男性

は女性の仕事能力を低 く、不十分 としか評価

できない状態になっている。若年男性が 自分

を評価できる社会システムが必要である。
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はじめに

　女性と男性の関係性は、男女共同参画社会

基本法や男女雇用機会均等法などにより、家

庭や職場で変化 してきていると見 られる。結

婚や子育てによる家庭の形成や、職場での労

働力として期待 される２０代、３０代の若年男性

層は、家庭や職場か らの期待を受けている一

方、バブル経済崩壊以降の日本の厳 しい雇用

情勢の変化の中で も結婚や就職においても変

化や選択を迫られている。そのため、若年男

性の男女共同参画に関する意識 と実態から、

現在若年男性が直面する問題や課題を明らか

にして、行政の担 う社会的側面や企業が担う

労働環境的側面か ら課題を探る。 また男性の

ライフスタイルはどのように女性 との関係性

に影響を与えているかを探る。

１　 研究の背景 ・目的 ・研究方法

１．研究の背景と目的

　本研究に関連す る先行調査は ２つある。

２００８年の 「大阪市における男女共同参画に関

する市民意識調査」 （大阪市、平成２０年度）と

２００７年の 「２０代３０代女性のライフスタイルと

再チャレンジ （再就職）に関する調査」（大阪

市、平成１６年度）である。

　２００８年の同市民意識調査では、２０代、３０代

の男性の 「好 ましい自分の生き方」に対 して、

「仕事、家事など配偶者 と分担、両立する」が

４０％あ り、２００４年の同 じ項 目で調査 した時 よ

り、１１％増えている。 しか し 「性別役割分業

意識」については肯定する男性が７．４％増えて

いる。また２００７年の 「男女共同参画に関する

市民意識調査」 （内閣府、平成１９年度）では、

「好ましい自分の生 き方」の項 目で、「仕事 と

家庭生活と地域、個人の生活をともに優先 し

たい」が男性は２０代で５９％、３０代で５７％ と最

も多い。また 「性別役割分業意識」では 「反

対」「どちらかと言えば反対」の合計は 「賛成」

を上回っているが、「どちらかと言えば賛成」

の割合が最 も多い。

　好ましい生 き方、つ まりワーク ・ライフバ

ランスにおいては男女共同参画が進展 して き

ていると見 られるが、性別役割分業意識にお

いては明確な変化を見るだけの差はな く、若

年男性層の意識と実態の矛盾やギャップが考

えられる。

　では、同世代の２０代、３０代の女性の意識や

ライフスタイルを２００７年の前述の調査か らみ

ると、配偶者の帰宅時間の平均 は２１時前であ

り、家事 ・育児のほとん どを女性が担 ってい

る。それにより女性の勤務時間に制限がで き、

再就職や就業の継続 を危 うくしている。２０代、

３０代の女性の就職や継続を可能にするには男

性の働 き方の見直 しが求められるという結果

がある。

　以上か ら、本調査研究では２０代、３０代の若

年男性の意識と実態か ら若年男性の現況 と問

題や課題を明らかにし、行政が担 う法律や制

度など社会的側面や、企業が担 う職場の制度

や慣習の労働的側面か ら課題 を探る。またそ
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の矛盾やギャップの背景を探るため、現在の

若年男性の人生観や性別役割分業意識を形成

する要因を探る。そ して次世代の社会を担 う

若年男性層の男女共同参画を進めるための要

点を考える。

２．調査方法

　本調査研究ではサンプル回収が確実なＷｅｂ

によるアンケー ト調査によった。

　その理由は、近年郵送による調査票の回収

が低下傾向にあり、特に若年層では顕著であ

る。 また２０代、３０代の男性のパソコンか らの

インターネ ット利用率は８４．４％ （「通信利用

動向調査」総務省、平成２０年度）に達 してい

る。サンプルを保持するＷｅｂ調査は無作為抽

出ではないために、偏 りの可能性があること

に留意するが、「男女共同参画に関する市民意

識調査」 （大阪市、平成２０年度）において、郵

送調査の補完調査をＷｅｂ調査で２０代、３０代で

実施 したところ大 きな差が見られなかったこ

とから、本Ｗｅｂ調査は有効性があると考える。

　調査対象は、若年勤労者が多い大阪市 とし、

大阪市在住で２５歳から３９歳の働 く男性 とした。

２５歳以上 としたのは、２０歳以上では学生が含

まれる可能性があ り、勤労者と学生では生活

状況が大 きく異なるためである。

　調査期間は、２００９年１０月２６日か ら１１月１７日。

　調査内容は、属性 と、（１）仕事観、（２）恋愛観、

（３）結婚観、（４）妻の理想像、（５）妻の仕事、（６）子

ども、（７）自分観 ・社会観、（８）男女共同参画の

８項目。属性 と各項 目の質問内容は以下の と

お りである。

　属性 は、職業、年齢、未既婚、居住区、そ

して年収、学歴、同居人。

（１） 仕事観は、仕事を選んだ理由、働 く上で

　望むこと、働 くことの意味、働 く上での不

　満 ・不安、仕事 ・家庭生活 ・個人の生活等

　の優先度、企業規模 （従業員数）、年収、労

　働時間。

（２） 恋愛観は、恋愛 に対する積極性、恋人と

　 の関係。

（３） 結婚観は、結婚の利点の有無、独身生活

　 の利点の有無、独身生活の利点、結婚に対

　する考え、結婚への決め手、結婚 をしない

　理由、理想の結婚生活。

（４） 妻の理想像は、妻 として重視すること。

（５） 妻の仕事は、希望する妻の働 き方、妻に

　働いてほしい理由、家族を養 う収入がある

　 場合の希望する妻の働 き方、妻の職業。

（６） 子どもは、子 どもの有無 ・人数、子 ども

　 を持った理由、子 どもを持つ意識、子 ども

　 をほしい理由、子 どもをほ しくない理由。

（７）　自分観 ・社会観は、大切 にしているもの、

　 「男 らしさ」 と聞いて浮かぶもの、「男らし

　 さ」で重視するもの、満足度 （安心度）。

（８） 男女共同参画は、女性の働 きぶ り、行政

　 が力を入れる必要があると思 う課題、男女

　 共同参画社会の実現に必要な行政の取 り組

　 み、男女共同参画社会の実現に必要な企業

　 の取 り組み。男女共同参画社会の実現のた

　 めに女性 に望むこと。

　 調査のサンプルは、未婚 と既婚の違い、 ま

た２０代後半、３０代前半、３０代後半で違いがあ

ると考えられるため、 ６つに分けてサンプル
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を得ている。未婚と既婚の違いは、人生の選

択で大 きな生活の変化をもたらす と考えるた

めである。また ３つの年代に分けたのは、先

行調査 「２０代、３０代女性のライフスタイルと

再チャレンジ （再就職）」の結果、２０代後半、

３０代前半、３０代後半で意識 と実態に特徴が見

られた。そのため、家庭や職場でのパー ト

ナーとしての若年男性層について も３つの年

代で特徴的な差異があると考えられるために

同様の年代区分 とした。

　回収サ ンプル数は、（表 １）のとお りである。

表 １　 回収サンプル数

２５～ ２９歳

３０～ ３４歳

３５～ ３９歳

合計

未婚男性

１７１

２２０

２２０

６１１

既婚男性

８４

２２０

２２１

５２５

合計

２５５

４４０

４４１

１，１３６

　調査結果から、まず若年男性の意識と実態

から、現在の若年男性像 を概観 し、課題を探

る。次に、アンケー ト調査の設問をもとに概

念を整理 し、階層、仕事、生活満足度、女性

への評価の因果関係を分析する。

ＩＩ　 Ｗｅｂアンケー ト調査結果から見る若年男

　性像

　まずＷｅｂアンケー ト調査から現在の若年男

性の意識と実態を見よう。学歴、雇用、年収、

仕事、若年男性の男女共同参画意識 と性別役

割分業意識、現状生活 と将来についての意識

と実態、職場における女性への評価／男女共

同参画社会の実現のために必要なこと、女性

に望むことの ８項目でみる。アンケー ト調査

結果における各設問の母数（ｎ）は設問に対する

有効回答者数 とする。各選択肢の構成比 （％）

は小数点第 ２位以下を四捨五入 した。

（１） 学歴

　　最終学歴は、全体では 「４年制大学卒」

　が４８．７％、次いで 「高等学校卒」が１９．６％

　で、未婚、既婚 ともに ４年生大学卒が多い。

（２） 雇用

　　雇用形態は、未婚の約 ７割、既婚の約 ８

　割が正規雇用で、既婚 と未婚で １割の差が

　ある。また未婚は全ての年代で非正規雇用

　が ２割弱あり、既婚は年代が上がるにつれ

　非正規雇用は減少 し１割を下回る。非正規

　雇用は①契約社員、②嘱託社員、③常勤

　パー ト・アルバイ ト・非常勤職員、④短時

　間パー ト・アルバイ ト・非常勤職員を合計

　 している。

（３） 年収は、既婚では年代が上がるに従い順

　調に上昇す るが、未婚では上昇が緩やかで

　ある。また未婚は３００万円未満の層が ３割を

　 占める。「３００万円未満」は、未婚２０代後半

　４１．０％、３０代前半３０．９％、３０代後半２９．１％

　である。一方既婚は２０代後半１９．１％、３０代

　前半１３．６％、３０代後半１０．０％である。雇用

　形態の差が年収の違いを生み、年代が上が

　 るにつれ年収の差が大 きくなっている。

（４） 仕事

・現在の仕事を選んだ理由は、未婚ではどの

　年代 も 「個性 ・能力を活かせる」が相対的

　 に他の回答 「仕事が面白い」「技術が習得で

　 きる」「会社が安定 している」 より多い。

　　既婚では、年代が上がるに従い、「個性 ・
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能力」の割合が上がる一方、「安定」の割合

が下がっている。「会社が安定 している」は、

２０代後半で未婚は１８．９％ に対 して既婚 は

３１．０％ と差が大 きい。また未婚では 「どこ

にも行 くところがなく、やむなく」「特にや

りたいことがなかったから」の割合が既婚

より高い。

・これから働 く上で望むことは、未婚、既婚

ともに全体 として 「収入」 と 「安定」を望

んでいる。既婚 は 「収入を上げたい」割合

が未婚 より高い。未婚の３０代後半は 「安定

して長 く働 きたい」をより強 く望んでいる。

　１位を ２点、 ２位を １点で点数化すると、

「収入」「安定」の次には 「自分の能力や資

格を活か したい」 と続 き、 また既婚２０代後

半では 「出世 したい」の割合が高い。

・働 くことの意味は、 まずは 「必要な収入を

得る」が最 も高 く、未婚で７２．２％、既婚で

７７．５％である。 １位を ２点、 ２位を １点で

点数化すると、次には 「それ自体の興味」、

年代別で２０代後半は 「熱中できる」、３０代前

半からは 「社会への貢献」 と移行 している。

・仕事上の不満や不安は、未婚、既婚 とも

「給料が少 ない」「勤務先の将来の安定性」

「上司との人間関係」が上位 ３位である。 し

かし、「給料が少ない」「自分の雇用の安定

性」「仕事が面白くない」はいずれも未婚の

方が高 くなっている。特に雇用の安定は未

婚では年代が上がるにつれ上昇する。未婚

では、２０代後半１８．７％、３０代前半２３．２％、

３０代後半２７．７％となる。

　 このような現状の中で、若年男性は結婚や

家庭、個人の生活 をどのように考えているの

だろうか。

（５） 若年男性の男女共同参画意識 と性別役割

　分業意識

・ワーク ・ライフバランスの理想は、全ての

　年代で最 も多いのは、既婚では 「家庭生活

　 を優先」２６．５％、未婚では 「個人の生活等

　 を優先」３１．６％である。一方 「仕事を優先」

　 は既婚、未婚 ともに全ての年代で １割 を下

　 回っている。「仕事を優先」 は２０代後半既婚

　３，６％、未婚９．４％、３０代前半既婚２．３％、未

　 婚３．６％、３０代後半でも既婚６．３％ とごく少

　 数である。既婚は 「仕事 と家庭生活 と個人

　 の生活等の ３つを両立」の割合が相対的に

　 多い。 また未婚では 「仕事 と個人の生活等

　 を優先」「３つを両立」が相対的に多い。

　　 しか し妻の働 き方によって、家計や家庭

　 での家事 ・育児の責任は異なると考えられ

　 る。

・妻の働 き方については、「妻の自由にしてほ

　 しい」が全ての年代で ３割から４割で最 も

　 多い。 しか し、「子 どもがで きてもずっと働

　 いてほしい」「子 どもが生まれたら一旦退職

　 し、子育て しなが ら働いてほ しい」、「子 ど

　 もが生 まれたら一旦退職 し、子育て後に再

　 び働いてほ しい」 と続 く。「専業主婦」や

　 「子 どもが生 まれるまで働いてほしい」は １

　 割を下回る少数である。「妻の自由に」と妻

　 の意思を尊重 しなが らも、若年男性 は妻が

　 働 くことを望んでいる。

・そこで、理想とする結婚生活は、「何でも分
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　か り合えるように会話を重視」「お互いのラ

　イフスタイルを尊重する」「お互いに気を使

　わない関係性」を望んでいる。

　　また経済面でも 「夫婦ともに仕事 を持ち、

　経済的に自立 して家計をともに支える」と、

　家計責任の平等性を望んでいる。未婚 と既

　婚では、未婚が ７割から８割、既婚が ５割

　から６割 と差が見られる。既婚者は妻が経

　済的に自立 して家計責任 をともに支えるこ

　 とがむつか しいという現実にあ り、割合が

　少な くなっていると考えられる。一方未婚

　は理想 として妻に期待 していることと、現

　実はともに家計を支えてもらわないと家計

　が成 り立たないと考えていると推測 される。

　年収３００万円未満が、既婚は３０代後半で

　１０．０％ であるが、未婚は２９，１％あることか

　 らそれが うかがえる。

　　そこで、家族を養 う意識を見ると、既婚

　では約 ８割が 「家族を養いたい」 と考えて

　いるが、未婚では年代が上がるほど減少 し、

　２０代後半 は７４．２％であ るが３０代後半では

　６０．５％になる。既婚が既に家族 を養ってい

　 るか らである。また未婚は先述 したように、

　年収が既婚より低 く、年齢が上がっても年

　収が増えていないことか ら、現実的に養い

　 たいという意識が低 くなると考えられる。

（６） 現状生活と将来についての意識と実態

　　では、理想に対して家庭やワーク ・ライ

　 フバランスなどの実態はどのようなのかを

　 見る。

　　既婚全体、未婚３０代は、「二人の収入がな

　 いと生活が苦 しい」「今までの生活 レベルを

　下げたくない」の割合が高い。しかし、「妻

　の自己実現を叶えることをサポー ト」は、

　未婚が２０代後半は４４．４％と高いが、３０代後

　半２１．７％ と、年代が上がるにつれ大 きく減

　少する。その一方、既婚は、２０代後半はわ

　ずか１１．１％だが、３０代後半になると３５．７％

　 と年代が上がるにつれ上昇する。これは既

　婚は年代が上がるほど年収が上がるため精

　神的経済的余裕がで きるためではないかと

　見 られる。

　　ではワーク ・ライフバランスの現実 を見

　ると、既婚、未婚 ともに 「仕事が優先」 に

　なっている。全体で 「仕事を優先」４１．１％、

　「仕事 と家庭生活 をともに優先」１６．３％、

　「仕事 と個人の生活等をともに優先」１０．７％。

　 しかし、既婚は 「仕事 を優先」が３５．２％に

　対 して、未婚は 「仕事 を優先」が４６．２％と

　高く、また３０代前半では既婚が３１．４％ に対

　 して未婚は４８．２％ と差が大 きく、未婚の仕

　事優先の現実がある。ワーク ・ライフバラ

　 ンスは理想 と実態の乖離が非常に大 きい。

　　既婚 の妻の職業を見 ると、各年代 とも

　「家事専業」が多 く全体で４１．０％である。年

　代が上がるほど家事専業が多 くなり、「民間

　企業の正社員」は２０代後半２２．６％、３０代前

　半２４．１％、３０代後半１７．６％で、３０代後半で

　 は 「短時間勤務のパー ト・アルバイ ト・非

　常勤職員」は１３．６％ と他の年代より増えて

　いる。これも 「夫婦ともに仕事をもち経済

　的に自立して家計 をともに支える」 という

　理想 と実態の乖離が大 きい。

（７）将来不安 と社会のあり方への満足 ・不満足
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　以下の各項 目で満足度 （安心度）を聞い

たところ、未婚 と既婚で差がある。

　未婚は全体的に不安や不満 を持ち、年代

が上がるにつれその傾向が強まっている。

特に 「将来」不安 と 「社会のあ り方」への

不満が顕著である。

　既婚は 「ゆとり」や 「仕事」を含む現状

の生活 をある程度満足 しつつ、未婚と同様

に 「将来」不安 と 「社会のあ り方」に不満

を抱いている。

　 「経済的なゆとり」は、全体で 「やや不

満」２７．５％、「とても不満」２５．１％。「とて

も不満」は既婚が１８．３％に対 し、未婚では

３０．９％ある。

　 「精神的なゆとり」は、全体で 「普通」

は３１．３％、「やや不満 （不安）」２８．７％、「と

ても不満 （不安）」１６．３％。 しか し 「とても

不満 （不安）」は既婚が１１．０％に対 し、未婚

は２０．８％である。未婚の３０代後半になると

「やや」と 「とても」を合計すると５３．２％に

不安が強まる。

　 「仕事」の満足度は、全体で 「普通」が

最 も高 く３０．５％。「やや不満」２６．２％、「不

満」１８．８％である。未婚、既婚とも 「普通」

が最 も高いが、未婚の２０代後半２６．９％ とや

や低 く、また未婚の３０代後半は 「やや不満」

２４．１％、「とても不満」２６．４％で仕事への不

満は大 きい。

　 「生活全般」については、全体で 「普通」

が３８．０％、次いで 「やや不満」が２３．８％。

しか し既婚では 「やや不満」１９．２％ 「とて

も不満」５．７％に対 し、未婚では２７．７％ と

１３．４％ で あ る 。 ま た 未 婚 ３０代 後 半 は既 婚 と

未 婚 で差 が 大 き く、 「や や不 満 」 １８．１％ 「と

て も不 安 」６．３％ に対 し、３０．９％ と１５．０％ で 、

３０代 後 半 の 生 活 全 般 へ の 不 満 が 大 きい 。

　 「生 活 の 将 来 性 」 に つ い て は 、 全 体 で

「や や 不 満 」 ３５．１％ 、 「とて も不 安 」 ２３．５％

と各 年 代 と も将 来 へ の 不 安 は 高 い。 未 婚 が

「とて も不 安 」 ２９．０％ に対 し、既 婚 は１７．１％ 、

さ らに 未 婚 の３０代 後 半 は 「普 通 」 １７．３％ し

か な く、 「や や 不 満 」 ４１．８％ 、 「とて も不 安 」

が ２９．１％ で ７割 が 不 安 を抱 い て い る。

　 　「人 々 の モ ラ ル 」 に つ い て は 、 全 体 で

「普 通」 ３３．９％ 、 「や や 満 足 」 ２６．８％ 、 「とて

も不 満 」 ２２．３％ で あ る。

　 「企 業 の 雇 用 の あ り方 」 につ い て は 、 全

体 で 「普 通 」 ３１．３％ 、 「や や 不 満 」 ３０．０％ 、

「とて も不 満 」 ２５．０％ 。 既 婚 ２０代 後 半 だ け

「や や 満 足 」 １７．９％ と特 に高 い 。 ３０代 後 半 は

未 婚 が 「や や 不 満 」 ３０．９％ 、 「とて も不 満 」

２９．１％ と ６割 が 不 満 で あ る 。

　 　「企 業 の モ ラ ル 」 に つ い て は 、 全 体 は

「普 通 」 ３４．２％ 、 「や や 不 満 」 ２８．７％ 、 「とて

も不 満 」 ２２．９％ で あ る。 こ こ で も２０代 後 半

は 「や や 満 足 」 が １７．９％ と高 く な っ て い る。

　 「政 治 の あ り方 」 に つ い て は 、 全 体 で 各

年 代 と も同 じ傾 向 で 、「とて も不 満 」３６．４％ 、

「や や 不 満 」 ２９．５％ で 、 ６５．９％ と不 満 が 特 に

高 い 。

　 「社 会 全 体 と し て」 に つ い て は 、 全 体 で

「や や 不 満 」 ３９．１％ 、 「とて も不 満 」 ２６．４％

と、 政 治 の あ り方 同様 に６５．５％ と不 満 が 高

い 。未 婚 ３０代 後半 は 「と て も不 満 」 が３０．０％
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グラフ１　 現在の生活全般と生活の将来性に対する満足度 （安心度）

次の項目に対するあなたの満足度（安心度）は。

現在の生活全般
ζて も満 足 （安心）

やや漕足 （安心） 普通

とて も不 満 （不安）

やや不満 （不安） わ か らない

合計 （彫 １１３６）

全

体

２０代後 半 （Ｎ＝２５５〕

３０代前 半 ０卜４４０〕

３０代後 半 （Ｎ＝４４１）

合 計 （Ｎ＝６１１）

未
婚

２０代 後 半 （Ｎ＝１７１）

３０代 前 半 （Ｎ＝２２０）

．３０代 後 半 （津・２２０）

合計 俸 ５２５）

既

婚

２０代後 半 （撫８４）

３０代 前半 （Ｎ＝’Ｌ２０）

３０代後 半 （Ｎニ２２１）

生活の将来性

合計 （墜 １１３６）

２０代 後 半 （Ｎ＝２５５）

３０代 前 半 （Ｎ＝４４０）

，３０代 後 半 （Ｎ＝４４１）

合 計 （ＩＶ＝６１１）

２０代 後 半 （ｘ＝ｉ７ｉ）

３０代 前 半 （ｒｒ－ｚｚｏ）

３０代後 半 （Ｎ＝２２０）
　 　 　 　 　 　 　 　‘

合 計 （１５２５）

　 ２０代後半 （脹８４）

３０代前 半（Ｎ＝２２０）

．３０代後 半（Ｎ＝２２１）
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　 と最 も高い。

　　以上の満足度をみると、全体的に未婚は

　既婚 に比べて不満 ・不安が高 く、特徴的な

　のは３０代後半で多 くの項目で高い不満 ・不

　安傾向を示 している。未婚は 「生活の将来

　性」に不安は大 きく、また 「政治のあ り方」

　や 「社会全体として」に不満や不安が高い。

　 （グラフ１）

　　既婚は 「経済的ゆとり」や 「精神的ゆと

　 り」「現在の生活全般」や 「生活の将来性」

　「仕事」に満足度がやや高いが、やはり、未

　婚者 と同様に 「企業の雇用のあ り方」や

　 「企業のモラル」に５０％以上が不満を持ち、

　 「政治のあり方」や 「社会全体 として」にも

　不満が高い。

（８） 職場における女性への評価

　　若年男性の自分の職場や周囲で働 く女性

　の働 きぶ りについて、①積極性、②責任感、

　③仕事の正確性、④仕事の迅速性、⑤知識、

　⑥協力 ・協調性、⑦ リーダーシップ （統率

　力）、⑧向上心、⑨理解 ・判断力、⑩計画性、

　⑪冷静 ・客観性 の１１項目について聞いた。

　①積極性 については、「ある程度そ う思う」

　　が４７．３％、次いで 「あまりそう思わない」

　　２３．２％で、各年代、未婚、既婚と同 じ傾

　　向である。

　②責任感は、「ある程度そう思う」４３．１％、

　　「あまりそう思わない」が２５．１％で、未婚、

　　既婚 とも各年代で 「ある程度そう思 う」

　　が高い。

　③仕事の正確性 は、「ある程度そ う思 う」

　　４７．２％、「あまりそう思わない」２４．４％で、

　 未 婚 、 既 婚 と も各 年 代 で 「あ る 程 度 そ う

　 思 う」 が 高 くな っ て い る 。

④ 仕 事 の 迅 速 性 は、 「あ る程 度 そ う思 う」 は

　 ３８．０％ 、 「あ ま りそ う 思 わ な い 」 ３３．０％ 。

⑤ 知 識 は、「あ ま りそ う思 わ な い」が ３６．４％ 、

　 「あ る程 度 そ う思 う」 ３５．５％ 。 ３０代 後 半 は

　 既 婚 、 未 婚 と も 「あ ま りそ う思 わ な い 」

　 が ４０．７％ 、 ４１．４％ と他 の 年 代 よ り高 い 。

⑥ 協 力 ・協 調 性 は 、 「あ る 程 度 そ う思 う」

　 ４３．５％ 、 「あ ま りそ う思 わ な い 」 ２６．４％ で 、

　 既 婚 、 未 婚 と も、 各 年 代 で 「あ る程 度 そ

　 う思 う」 が 高 い 。

⑦ リー ダー シ ップ （統 率 力 ） は 、 「あ ま りそ

　 う思 わ な い」 が ４３．８％ 、 「そ う思 わ な い 」

　 ２３．３％ と リー ダ ー シ ッ プ に つ い て 評 価 は

　 低 い 。 未 婚 、 既 婚 の 各 年 代 と も同 様 で あ

　 る 。

⑧ 向上 心 は 、「あ ま りそ う思 わ ない」 が３４．３％ 、

　 「あ る程 度 そ う思 う」 ３３．５％ で 、 や や 評 価

　 が低 い 。

⑨ 理 解 ・判 断 力 は 、 「あ る 程 度 そ う思 う 」

　 ３５．７％ 、 「あ ま りそ う思 わ ない 」 ３５．２％ で 、

　 既 婚 の３０代 後 半 は 「あ ま りそ う思 わ な い」

　 が３８．０％ と高 く、 「あ る程 度 そ う思 う」 も

　 ３２．６％ と低 い 評 価 で あ る 。

⑩ 計 画 性は 、「あ ま りそ う思 わ ない」 が３６．０％ 、

　 「あ る程 度 そ う思 う」 ３４．１％ で未 婚 、 既 婚

　 と も に 「あ ま りそ う思 わ な い」 が 高 い 。

⑪ 冷 静 ・客 観 性 は 、 「あ る 程 度 そ う思 う 」

　 ３４．９％ 、 「あ ま りそ う思 わ な い」 ３３．４％ で

　 あ る。 既 婚 は年 代 が 上 が る に つ れ 「あ る

　 程 度 そ う思 う」 が ５０．０％ 、 ３６．８％ 、 ３２．１％
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　　 と減少する。未婚は 「ある程度そう思う」

　　が２０代後半３１．０％、３０代前半３６．８％だが、

　　３０代後半だけが３０．９％に減少する。

　　積極性、責任感、仕事の正確性、仕事の

　迅速性、知識、協力 ・協調性 は評価 してい

　るが、一方、 リーダーシップ、計画性、冷

　静 ・判断力については評価 していない。

（９） 女性 に望むこと／男女共同参画社会の実

　現のために

　　 また、男女共同参画社会実現のために女

　性に望むことは、「特に女性への要望はない」

　は４０．９％であるが、５９．１％は 「女性への要

　望がある」としている。未婚、既婚、各年

　代 とも同様の傾向であるが、未婚が既婚 よ

　 り、数％程度だが 「要望がある」が多い。

　　次に女性にどのような点 を望むのかを聞

　いた。男女共同参画社会の実現のために女

　性 に望むことの １位は次の とお りである。

　　全体では、「精神的 に自立 してほしい」

　２８．３％、次いで 「責任感をもってほしい」

　２４．７％、「仕事に対する実力をつけてほしい」

　１９．１％、「経済的に自立 してほしい」１３．０％、

　「家庭や職場での役割分担を公平にしてほし

　 い」１２．２％の順である。

　　特徴的なのは、未婚３０代後半は 「精神的

　 に自立 してほ しい」が３５．３％、既婚２０代前

　半が 「経済的に自立してほしい」が２６．１％

　 と突出して多いことである。

　　 以上、未婚、既婚、年代別の女性に望む

　 １位は、未婚２０代後半は 「仕事に関する実

　 力をつけてほしい」、未婚３０代前半と後半は

　 「精神的に自立 してほしい」。既婚２０代後半

は 「経済的に自立 してほしい」、既婚３０代前

半は 「精神的に自立 してほしい」、既婚３０代

後半は 「責任感をもってほ しい」であった。

〈まとめ〉

　以上か ら、現在の若年男性はワーク ・ライ

フバランスの理想は、既婚は 「家庭を優先す

る」が最 も多 く、次いで 「仕事 と家庭生活を

優先する」「仕事 と家庭生活と個人生活等の両

立」である。また未婚も 「個人の生活等 を優

先」が最 も多いが、次いで 「３つの両立」で

あ り、仕事優先は少数である。家事に抵抗が

な く、家庭や個人の生活を大事 に考えている

ことが分かった。 しかし、未婚の場合、現実

は仕事優先度が高 く、各年代 とも４５％以上で

あることは、結婚への妨げになっていると考

えられる。 ワーク ・ライフバ ランスは理想 と

現実の乖離が非常に大きいことが大 きな問題

である。

　理想の結婚生活では、「何でも分か り合える

ように会話を重視」「お互いのライフスタイル

を尊重する」「お互いに気を使わない関係性」

で計 ８割から９割 を占める。これはコミュニ

ケーションをとる一方、家庭生活での独立性

を期待 している。それが、希望す る妻の働 き

方にも、未婚、既婚 ともに 「妻の自由にして

ほしい」にも現れている。 しかし、「専業主婦」

や 「子どもが生まれるまで」は約 １割を下回っ

てお り、現実は女性に対 して経済的責任を期

待 していることが分かる。この背景には近年

の社会経済状況の変化に伴う厳 しい雇用、労

働環境の現実から妻の家計への期待が大 きい
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と考えられる。「夫婦 ともに仕事を持ち、経済

的に自立 して家計をともに支える」が未婚 ７

割、既婚 も５割以上であるもそれを示 してい

る。これ も理想と現実の乖離が大きい。

　 しかし、一方で、「男女共同参画に関する市

民意識調査にかかる２０～３０代のＷｅｂアンケー

ト調査」 （２００８年前述）によると、「男女とも

に仕事 を持 ち経済的に自立する」 は女性が

「そう思 う」１８．１％、「ある程度そ う思 う」

５６。５％であるが、「男性は家族を養 う義務があ

る」は 「そう思う」２４．５％、「ある程度そう思

う」５２．５％ある。つまり、女性が ともに仕事

を持ち経済的に自立すると言いなが ら、実際

は男性が家族を養 う義務があると考えている

のである。男性 も今回調査でも 「家族を養い

たい」は、既婚３０代後半は ６割 と最低だが、

既婚は約 ８割が養いたいとしている。すると、

養いたいと考えなが ら実際は難 しい場合は、

意識 と実態のギャップが生まれる。未婚男性

の 「結婚 したいがで きない、 した くない」理

由として、「収入が少ない ・経済的に自信がな

い」、あるいは結婚する決め手としても 「経済

的見通し」や 「準備資金」といった経済面が

挙げられている。

　若年男性 と若年女性の両方に、現実 と意識

のずれによるねじれ現象が見 られる。職業や

年収など男女で同等、あるいは女性の方が高

くても家庭生活はで きるにもかかわ らず、従

来の男女の性別役割の関係性にある、その一

方、現実的な家庭の経済的なニーズか ら男性

も女性が働 くことを求めていることが分かる。

　既婚と未婚に様々なところで大 きな差が生

まれていることが特徴的である。それは経済

的な面か ら、もとは就労状況の差から派生 し

ている。結婚 しないとい う選択による未婚も

あるが、年収は世代が上がるほどに上が らず、

そのことが既婚 と様 々な面で差を生んでいる。

特 に３０代後半の年代 は特異 な違いが見 られる。

就労状況が３０代後半になると好転する機会が

少なくな り、また結婚の年齢 も以前 より可能

性が少なくなるなど、人生の折 り返 し、後半

部へ影響が及ぶ と考えられる。

　未婚、既婚 ともであるが、「政治のあ り方」

や 「社会全体 として」不満 （不安）がどちら

も約６５％ と高い。未婚は各年代とも 「生活の

将来性」について大 きな不満 （不安）を抱い

てお り、就労に関して各企業のあ り方やモラ

ルというより、その背後にある政治や社会全

体に不満 （不安）が向いている。個 々への問

題や課題の対応 というより、大 きな社会の方

向と政策、それをつ くる政治のあ り方を若年

男性層は求めていると考えられる。

皿　若年男性の男女共同参画意識を規定する

　要因／階層 ・仕事 ・生活満足、女性への評

　価の因果分析

　若年男性においては、何が男女共同参画意

識に影響 を与えているのか を知るために、ア

ンケー ト調査の設問をもとに、 ５つの概念に

整理 し、その因果関係明 らかにしようと試み

た。

　階層と仕事、生活満足度、女性への評価 の

因果関係を分析するため、①社会経済的地位

②現在の仕事に求めるもの　③ ワーク ・ライ
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表 2 5つの概念と構成する合成変数と指標・指標の概要

概 念

社会経済的地位

現在の仕事に

求めるもの

ワーク・ライフ・

ノくランス

(WLB) 

生活満足

女性への評価

合成変数

学歴

職業上の地位

将来性

充実感

時間的自由

WLB希望

WLB実態

生活満足

社会的満足

時間的満足

女性の仕事能力評価

女'性への全般的自立

要求

女性への経済的自立

要求

指標

単一指標

年収

職業

企業規模

「今の仕事を選んだ

理由J(Q1-1)の

主成分得点

単一指標

単一指標

" 
指標の概要

教育年数に変換。「年J単位

金額に変換。 I万円」単位

伝統的職業分類に類比的に

順序付け

人数に変換。 I人」単位

Q 1 -1を主成分分析にかけ、

斜交回転。固有地が 1以上の第

1-3主成分の得点(ダミー変

数の主成分分析であり方法的に

は問題があるが、解釈の有用性

から利用した)

Ql-6-1Aを順序変数とな

るように再コード化。

Ql-6-1Bを順序変数とな

るように再コード化。

「満足度J(Q 7ー IQ 7 -5を主成分分析にかけ、

5)の14指標の主成|斜交回転。固有値が 1以上の第

分得点 I 1-3主成分の得点。

「女性の働きぶり」

(Q 8 -1) の11指

標の主成分得点

「女性に望むこと」

(Q 8 -7)の主成

分得点

Q7-5を主成分分析にかけた

結果、固有値が l以上の基準で

l成分のみ析出。

Q8-7の I位を 3点、 2位を

2点、 3位を 1点、選ばれなか

ったものを O点に再コード化し

たうえで、主成分分析。斜交回

転。固有値が 1以上の第 1、 2

主成分の得点。
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年代

．２１５

一 ．１２０

学歴

．３０４

一
．１７２

仕事に求

めるもの

一 ．１０２

職業上の

地位

社会経済的地位

生活満足

将 来
生活

満足
．３３９

女性への評価

．２７３

女性の仕事

能 力評価

．１０８

．１０２

時間的

自由

．３８１

．０８９

．２１３

時間的

満足
一 ．１０２

．１１８ ．２９４

充実感

社会的

満足

女性 へ の全 般

的 自 立 要 求

．１４３

ワ ー ク ・ライ

フバ ランス ．１９２

．１０７

．１８２

Ｗ ＬＢ

実 態
女 性 への 経済

的 自 立 要 求

ＷしＢ

希 望

図 １　 既婚男性の階層、仕事、生活満足度及び 「女性への評価」の因果分析

フバ ランス　④生活満足　⑤女性への評価の

５つに整理 し、共分散構造分析を用いて、こ

の ５つの概念の間の因果関係を統計的にモデ

ル化 している。パラメータの推定に当たって

は、ＡＭＯＳ　７ （共分散構造分析 ソフ トウェア）

を利用 している。学歴、ワーク ・ライフバラ

ンス以外 は複数の指標の合成変数として構成

されている。 （表 ２）

　図 １は既婚男性の階層、仕事、生活満足度

及び 「女性への評価」を、図 ２は未婚男性の

階層、仕事、生活満足度および 「女性への評

価」の因果分析 を示 した ものである。黒い線

の矢印はプラスの効果 を、白抜 きの線はマイ

ナスの効果を表 している。矢印の太さは標準

化係数に対応 し、最も太い矢印は０．３以上、次

は０．２以上、最 も細い線は０．２未満に対応 して

いる。全ての矢印は１０％水準で統計的に有意

な効果を有 している。

１．既婚男性のモデルから見えるもの

　 まず図 １の既婚男性のモデルか ら見よう。

学歴 は 「職業上の地位」 を強 く規定 （０．３０４）
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一 ．０７４

年代

学歴

一 ．１０２

．１１７

．３１６

一 ．０７９

仕事 に求

めるもの
生活満足

将 来
生活

満足
．３５６

女性への評価

．２５２

女性の仕事

能 力評 価

．３４３

職業上の

　地位

．１００

時間的

満足

．２２２

一 ．０８５

社会経済的地位 ．２４３ ．２９ｂ

充実感

．１２５

社会的

満足

女 性へ の全 般

的 自 立 要 求

ワ ー ク ・ラ イ

フ ハ ７ ンス

．０９５ ．０７７

．１４５

．２７５

ＷＬ Ｂ

実 態
女 性への 経済

的 自 立 要 求
．０９９

ＷＬＢ

希 望

図２　未婚男性の階層、仕事、生活満足度および 「女性への評価」の因果分析

し、「仕事に求めるもの」や 「生活満足」に直

接影響 を与えている。職業上の地位は特に仕

事の 「将来性」 （０．３３９）に強くプラスの影響

を与え、また 「時間的自由」 （０．１０８）、「充実

感」 （０．１１８）にも影響 している。これから職

業上の地位の高い男性は将来性、時間的自由、

充実感といった仕事に求めるものを得ている

と考えられる。

　生活満足度では、生活満足は職業上の地位

から直接影響を受け （０．２７３）てお り、また仕

事の充実感から影響を受けている （０．２１３）。

仕事によって得 られたことが生活満足 を得て

いると考えられる。生活満足に最 も強い影響

を与えているのは 「時間的満足」 （０．３８１）で

ある。 この時 間的満足 は仕事の時間的 自由

（０．２１３） と 「ＷＬＢ （ワーク ・ライフバランス

以下ＷＬＢと呼ぶ）実態」 （０．１８２）か ら影響 を

受けていて、仕事の充実感は 「ＷＬＢの希望」

に影響 し （０．１９２）、その希望はＷＬＢの実態

（０．１０７）に影響 し、ＷＬＢが実態 として得 られ

ることで時間的満足が得 られ、生活満足を得

ている。時間的 自由 と時 間的満足の影響 は
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０．０８９とノ１・さく、ワーク ・ライフバランスがう

まく取れている実態が時間的満足、そして生

活満足に影響 している。

　学歴 と職業上の地位 という社会経済的地位

が高いと生活満足度が高 くなることが見える。

　 さて、若年男性のこのようなライススタイ

ルはどのように女性への評価に影響するのだ

ろうかを見よう。「生活満足」 と 「女性の仕事

能力の評価」はプラスの影響 （０．２３８）が強 く

見 られる。 また 「社会的満足」 は 「女性への

経済的自立要求」に影響 （０．１４３） している。

しかし、女性への評価の中で 「女性の仕事能

力評価」 と 「女性へ の全般的 自立要求」 は

（－０．１０２） とマイナス効果 を示 している。既

婚若年男性は自らの生活満足や社会的満足な

ど生活満足感の高い男性は、女性の仕事能力

を高 く評価 し、全般的な自立要求つまり精神

的、仕事以外の能力、責任感などは既に在る

と考え、全般的な自立要求は必要がないと考

えていると見られる。

　 しか し、女性への経済的自立要求が社会的

満足がある男性ほど強いのはなぜだろうか。

男性 自らが社会的に認め られているその社会

のあ り方の中で、女性 も経済的に自立を求め

ている。つ まり、 自分自身が社会経済的地位

があると、女性にも経済的自立を求めること

がで きる精神的余裕があるのではと考えられ

る。反対に、男性が社会経済的自立や社会的

満足が無いときは、女性が経済的自立をする

ことによって、自らが社会的低位に置かれる

と考えるからではないだろうか。これは推測

であ り、十分に説明できるものではないが、

若年男性の社会的、経済的満足が女性への平

等意識へ結びつ くと考えられる。

　年代との関係を見よう。「年代」は 「職業上

の地位」にはやや強い影響 （０．２１５）をもって

いる。これは年代が上がるにつれキャリアを

形成することができ、職業上の地位を得てい

くことがで き、仕事の充実感や生活満足感を

もたらす と考える。一方、年代は仕事の将来

性 （－０．１７２）や生活満足感の生活満足 （－

０．１２０）にマイナスの効果が見られる。これは

年代が上がるほど、キャリアは定まってきて

将来性が少な くなっていくか らと考えられる。

つまり、ある程度希望のキャリアを得た人は、

仕事以外に生活の満足を求めるようになり、

希望が うまくいかなかった人は、遠い将来性

より直近のことに関心が向 くからと考えられ

る。

　年代 と生活満足度は年代が上がるほど生活

満足が低下していることについて、結婚年齢

や世代の影響、さらにその時代の特徴による

影響があ り、明確 には分か らない。例えば、

就職氷河期に遭遇 した若年男性層はその影響

が大 きいか らである。

２．未婚男性のモデルからみえるもの

　次に未婚男性の階層、仕事、生活満足およ

び 「女性への評価」を図 ２からみ よう。

　既婚男性 と同様 に、学歴が職業上の地位

（０．３１６）に強い影響を与え、職業上の地位が

仕事の将来性 （０．３５６） と生活満足 （０．２５２）

に強い影響を与えている。既婚男性 と異なる

点がい くつかある。現在の仕事に求めるもの
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に 「時間的自由」が変数の中から無 くなって

いる。未婚男性は 「職業の地位」が高いこと

が 「時間的自由」 と関係が無い。その理由を

考えてみると、未婚の場合は仕事以外の時間

は自分で自由に使 うことができる可能性が高

く、仕事 に求めるものの中で必要性があま り

ないと考えられる。しか し、逆に未婚である

ために仕事で時間的自由が無いほど仕事をし

ている、させ られている場合が考えられる。

この場合 は仕事での時間の 自由が無いために、

結婚に至る異性 との出会いの機会が失われる。

男女雇用機会均等法以後、近年若年女性層に

も同様の傾向が見られるのではないか。

　年齢 と職業上の地位の関係は既婚０．２１５より

未婚０．１１７と小さく、既婚男性ほどキャリアの

形成は年齢が上がって もされに くいと見 られ

る。先の 「時間的自由」が仕事か ら消えてい

たことと考え合わせると、時間的に余裕が無

い拘束された状態にいることが考えられる。

　 また既婚 と異なる点は、既婚が職業上の地

位と充実感に影響 を与えていたが、未婚では

学歴が直接仕事の充実感 （０．１２５）に影響 して

いる。

　年代 （年齢）が仕事の将来性 （－０．０７９）や

生活満足 （－０．１０２）とマイナスの関係である

のは既婚 と同様である。 しか し、「女性への評

価」の点で既婚 と未婚では相違点がある。

　年齢と女性の仕事能力評価 （－０．０７４）がマ

イナスの効果になっている。「女性への全般的

な自立要求」は （－ｏ．０８５）とマイナスである

のは既婚と同 じである。 しかし、既婚では生

活満足度が女性の仕事能力評価がプラスの関

係、 また社会的満足が女性への 「経済的自立

要求」 とプラスの効果があったが、未婚では

社会的満足が 「女性の仕事能力評価」（０．２２２）

と 「女性への経済的自立要求」 （０．０９５）にプ

ラスの効果がある。未婚男性の場合は社会的

満足、つ まり自分 自身の存在が社会から認め

られていると思えたときに女性の仕事能力を

認め、生活満足がある場合に女性に対 しても

経済的 自立 を求め、認めている。逆に言えば、

男性が 自分が社会から承認 されない場合は女

性の仕事の能力や経済的自立 も認めないとい

う傾向があると考えられる。年代 と 「女性の

仕事能力評価」が既婚と異な りマイナス効果

であるのは、年齢が上がるほど職業上の地位

が上が らず、職場では女性 と競合状態 になる

とか、あるいはそれより低 くなる可能性 もあ

り、女性の仕事能力を認めに くい状態に置か

れるか らと考えられる。

　ワーク ・ライフバランスについては、仕事

の充実感が０ の希望、ＷＵ３の実態に影響 を

与え、ＷＬＢの実態は生活満足度の 「時間的満

足」に （０．２７５）強い影響を与えている。これ

は既婚 と同じであるが、既婚に比べて未婚の

場合ＷＬＢの実態が 「時間的満足」に与える影

響は大きい。

　以上か ら、未婚男性は、年齢が上がっても

職業上の地位は上がってい くとは限らず不安

定で、職場では女性 と自らを比較 し、女性全

般について評価 をしに くい状態になる可能性

がある。 しかし、社会的満足 と女性の能力評

価は関係 しており、「女性への評価」を男女共

同参画意識の基礎 と考えるなら、未婚男性と
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既婚男性では、年齢が上がるほど男女共同参

画の意識の差が広がってい くと見られる。未

婚であるか、既婚であるかは自分の選択によ

る場合と、先に述べたように仕事での時間的

拘束が強 く、異性 と出会えない場合や年齢が

上がって も職業的地位が上が らず社会経済的

な地位が得 られない場合、結婚 を希望 しなが

ら未婚のままである場合の ２つのケースがあ

る。さらにはこの ２つを分けた分析が必要で

ある。

〈まとめ〉

　図 １と図 ２の分析の結果、次のように言え

る。

　未婚男性、既婚男性 ともに社会経済的な地

位を得て、仕事や生活満足 を高 く持っている

人たちが、女性を積極的に評価 し、経済的自

立も求め、さらに男女共同参画社会が進展す

ることを望んでいるとい う関係が分かった。

　また未婚男性の場合は、女性 の評価が年齢

とマイナスの効果を与えていることが分かっ

た。これは、既婚男性の場合、年齢が上がる

とともに社会経済的地位が上昇 し、女性への

評価が高 くなり、男女共同参画意識が進展 し

てい く。一方、未婚男性では年齢が上って も

社会経済的地位の上昇は不確実で、女性への

評価は総体的に低 くなる傾向がある。その要

因の一つは若年男性の社会経済的地位の獲得

と関係があると考えられる。

　未婚男性の場合は既婚男性 と比較 して特徴

的な点は、「社会的満足」があって 「女性の仕

事能力評価」を積極的にできると考えられ、

逆に見れば 「社会的満足」が低 く自分の生活

している社会が不満足にしか機能 していない、

自分が社会で承認されていないと考える未婚

男性 は女性の仕事能力を低 く、不十分だとし

か評価できない状態 になっている。

　そのため既婚未婚 ともに、政策の基礎 とし

て社会経済的地位の安定を目指すことが必要

になる。また同時に年齢が高い未婚男性 につ

いて、自分自身が社会で正 しく評価 されてい

るという満足感 を生む ような制度や しくみ

など社会 システムの構築がよ り重要である。

　以上、Ｗｅｂアンケー ト調査の結果か ら若年

男性の中でも働 く２０代後半か ら３０代を対象に、

男女共同参画に関わる意識 と実態、 ライフス

タイル、また共分散構造分析 を用いて男女共

同参画意識を規定する要因の因果関係をみて

きた。

　２０代後半、３０代前半、３０代後半、 また未婚、

既婚で特徴的であ り、 また差異がある。特 に

３０代後半 ・未婚の年代は他の年代 ・既婚 との

違いが大 きい。理想と実態の乖離は、ワーク ・

ライフバランスや経済的自立 と家計責任にお

いて大 きく、若年男性の置かれている深層の

矛盾の苦境を示 していると考え られる。特 に

未婚男性の生活の将来の不安は、非正規雇用

と正規雇用による経済的不安 と関係 している。

未既婚 とも社会経済的地位を安定す る政策と、

また女性への評価 は、未婚の場合社会的満足

があって女性の仕事能力評価 を積極的にでき

ると考えられ、社会的に承認されていると若

年男性が自分を評価できる社会システムが求

め られている。
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A Study of the Consciousness and the Realities of 
 Young Men with respect to Gender  Equality 

    relations between their life-style and 
          assessment of women

MAKIMURA Hisako

 (Summary)

 This paper intends to analyze the consciousness of Japanese young men (in Osaka area) with 

respect to the gender equality and inquire into relations between the types of their lifestyle and 

their assessment of women. As a result, we found that there are significant differences between 

married young men and unmarried ones as well as among young men from 25 to 30 years old, those 

from 30 to 35 and those elder than 35, as far as their perceptions of gender equality are concerned. 

In particular, unmarried young men over 35 years old tend to demonstrate different attitude in com-

parison with those married belonging to the same age group. Also we found out a difference con-

cerning their assessment of women between regular employees, who enjoy economic independence 

and have financial responsibility for their families and irregular ones who do not have such respon-

sibility. This difference in the form of employment is very important for our analysis, because it 

explains to some extent different perceptions of young men toward women. 

 To make clear relations between the factors which determine attitude toward gender equality and 

those related to their assessment of women, we selected class, job and grade of satisfaction with life 

as examples of the former factors and socioeconomic position, expectations from present works, 

work — life balance, life satisfaction, and perceptions of women (evaluation of their ability to work, 

their desire for the whole independence and economic one in particular) as the second factors. As 

a result of our analysis based upon the AMOS 7 (a software for covariant structural analysis), we 

found that both married and unmarried young men who have got a good socioeconomic status and 

are satisfied with their works and life tend to appreciate highly women and desire their economic 

independence.

Keywords  : young men, work life balance, gender equality


